
日時・場所

区の予算・決算

事業概要
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○　事業の内容について良いと思う部分

○　事業の内容について改善等が必要と思う部分

○　その他ご意見・ご感想があれば記入してください

【参考資料２】

８月４日（土） １０：００～１３：００　　　旭区民センター 大・小ホール

平成30年度予算【６５千円】　　平成30年度新規事業

　区内のすべての幼稚園、保育園(所)、小規模保育事業者、子育て関係機関が集まり、各施設等
の情報や施設の特徴などを説明するイベント。子育て支援の一つとして、入所・入園のための情
報を提供することにより、入所等を促進することを目的としている。

全施設の内容を知ることができ、施設の方から直接話を聞くことができたのが良かった、などのご
意見をいただきました。（詳細は裏面参照）

区役所からの情報発信や、キッズカードの対応がなかった、などのご意見をいただきました。（詳
細は裏面参照）

旭区が後援している子育ての事業との連携がなかった、必要と思える時期に、必要な事業を紹介
できたら、より活用されていくのではないか、などのご意見をいただきました。（詳細は裏面参照）

A　旭区幼稚園・保育園（所）情報フェア　（視察報告書提出委員：３名）

【担当課のコメント：保健福祉課（保健・子育て）】

　旭区幼稚園・保育園（所）情報フェアをご視察いただきありがとうございました。
　旭区としては初めての取組で企画から準備期間も2か月余りとかなり短期間の中ではありました
が、区内の保育園(所)、幼稚園等の関係機関の皆様方のご賛同とご協力をいただき開催すること
ができました。
　区民の皆様への周知については、地下鉄5か所(関目高殿、千林大宮、太子橋、清水、新森古
市)と区施設へのポスター掲示、区広報「あさひ」、ホームページ掲載、プレス発表等を行いました
が、周知期間も短い中にあって、どれだけ参加していただけるかは不安もありましたが、当日は、
子育て世代の多くの方に参加していただくことができました。改めて、保育園(所)、幼稚園等への
入所・入園等に関する情報についてニーズや関心が高いことがわかりました。
　また、参加していただいた多くの方に高評価をいただいたことからも来年度以降も当事業の必要
性を感じたところです。
　区政委員の皆様からも多くのご意見やご指摘をいただきました。
　旭区の独自事業等の子育て支援の取組について、情報提供の場を利用してはとのご意見をい
ただきましたが、この事業のメインの目的が施設情報であり、スペースの関係もあり、今年度につ
いては、区事業は敢えてサブ的な構成として実施しました。
　来年度は子育て世代がたくさん来ていただけるせっかくの機会ですので、ご意見を踏まえ、この
事業とリンクした形での区事業の情報提供の場としての出展を考えていきたいと思います。また、
市民の皆様には、事前にキッズカードの持参を呼びかけ、スタンプを押すコーナーと区情報コー
ナーを併設させていきたいと思います。
　さらに、子育て支援事業の情報について、ご意見をいただきました。
　これについても母子手帳交付時の一時期に情報を大量に提供するだけではなく、LINE等のSNS
を積極活用を検討し適切な時期に適切な情報を提供し、当事業についても日程が決定した段階で
早急に情報提供できる体制を確保したいと考えています。
　来年度の開催につきましては、今年度皆様からいただいたご意見を参考にしまして、改善・発展
させて実施していきたいと考えています。
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・ 乳幼児を入園させたいと考えている親子にとって、１日・同じ場所で全施設の内容を知ることが
でき、また実際に保育士等関係者と会って情報を得ることができる、大変良い企画であった。一般
区民にとっても、幼稚園・保育所（園）の全体像が把握できて大変有意義であった。
・ いろいろな幼稚園、保育園を廻り説明を聞き、先生達は子ども一人ひとりに接してくれ、親たち
は安心して働ける。子ども達の健康には注意しておられ、また、子ども同士が仲良く生活できるよ
う、気を配ってくださっているのは大変良いと思った。
・ 小規模なところも、”すべて”というのがとても良いと思った。
・”自宅の近くを選ぶ”との声が多かったので、地域ごとの順番にブースがなっていて、比較もしや
すかったと思う。また、いろいろな施設の活動内容もわかり、参考になったのではないか。
・手書きの紹介文や写真とともに、施設の方からお話を聞けるのも良かった。

・ せっかく、全施設が集まって行事を行っているので、区役所も行政として、就学前児に対する取
組（保健、子育て、相談事業、キッズカード等）をまとめて積極的に知らせる工夫もほしかった。キッ
ズカードのスタンプがなかった。
・ 改善する事はないと思いますが、今年の夏は特別暑く、プールや庭での水遊びが排水溝の基準
が満たせていないためプール遊びは中止となり、部屋での生活で少しストレスが出るのではと思う
園があった。今後、このような事が無い様、手を打ってほしいと思う。
・ とても良い企画と思うので、対象家庭にお知らせをより徹底してもらいたい。

・ 区役所行事が主体になるのは理解できるが、旭区が後援している子育てに関する催しもあるの
で、知らせる手立てがほしかった。このような行事や事業は、単発で終わるよりも、継続（点から線
へ、線から面へと広がる）が重要。１か月後に安心の子育て旭区民フォーラムが計画されているの
に、連携がなかったのは残念。
・ 小さい子どもを預ける側・預かる側が一体にならなければいけないと思う。子ども達はいろいろ
なことを覚える、発達していく段階で、一番大事な時期に預けるので、先生たちの責任も大変と思
う。両方が連絡を取り合って成長してもらいたいと思う。
・ 先生たちの報酬はどれくらいかわかりませんが、質問すると、もう少しアップしてくれたら嬉しい
と、どの先生も言っていた。
・ ２年・３年保育だと、入園してから次の保育園を探すのが大変。入園してから小学校へ入学する
まで預かってくれる園が多くあればと思う。
・ 旭区の子育て支援事業一覧を見ると、いろいろきめ細かな事業があることがわかる。出産した
方に聞くと、出産後に”ドサッ”と資料が届くとの声がある。それぞれの方が必要と思える時期に、
必要な事業を紹介できたら、より活用されていくのではないかと思う。区役所のLINEの仲間に入っ
たが、情報発信はとても回数が少ない。
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・ 毎年参加している。パレードは音楽隊もあり良いのだが、もう少し華やかさがあれば見学してい
る方も楽しまれ、多くなるのではないかと思った。

【担当課のコメント：市民協働課（市民協働）】

　旭区民まつりをご視察いただきありがとうございました。
　舞台は午後4時からの暑さが落ち着く時間帯ですが、ここ数年猛暑となり、秋に開催を移行する
区も出てきています。区民まつり実行委員会の幾名かに確認するも、秋は区スポーツフェスティバ
ルに向け地域が動いているので、来年も夏開催となると思うとのことでした。また、舞台開始時間を
遅くすることは、グランドの消灯時間が21時と決まっていることから、舞台出演者の枠を減らすこと
となります。
　舞台出演者枠の増加は、時間的に難しいかもしれませんが、プログラム内容の変更について
は、実行委員会にご意見をお伝えいたします。
　休憩場所及び音響設備の増設については予算増の話になるため、現時点では予算の枠内での
検討となるかと思います。
　平成30年度は一般公募も実施し、参加者団体も増え、会場の東側にもテントを増設したことから
も、以前にも増し、ゴチャゴチャ感が増したと感じています。一方で、出店者側は、会場の何処で
ブースを出しても良いのではなく、同じ位置で出店したい思いがあります。同じものを販売しても、
多少の金額が異なることから、フードコーナー、展示コーナー等と分ける難しさがあります。そう
いったことから、今年からボランティアを公募し、会場入口付近で、会場案内図を含めたパンフレッ
トを配布しているところです。

・ いろいろな出店があり、良いと思う。
・ 参加団体が多いこと。
・ 敬老席・授乳室が設けられていること。
・ 参加している方が生き生きと楽しそうなこと。
・ 総踊りに来られる方々も、自主練習を重ねられ、出来ることを楽しみにされ、張を持たれているこ
と。
・たくさんの区民が参加できる。

B　旭区民まつり　（視察報告書提出委員：３名）

８月25日（土） １２：００～２０：３０　　　旭区民センター 大ホール・旭公園グラウンド

平成30年度予算【 ２，８６５千円】、平成29年度決算【２，８６５千円】

　区民相互の連帯感とコミュニティの輪を広げることを目指し、区民の手作りによ
る、誰もが気軽に参加できるまつりとして、プレコンサート、パレード、舞台アトラ
クション、ジャンボクイズ、盆踊り等を開催。参加者数（29年度　40,000人）。

・ 暑いので、舞台アトラクションを見学する人が少ない。
・ 暑い時期なので、休憩所を離れた場所にもう1か所くらいは設けてほしい。「ちょっと座りたい」と
いう年配の方が多くいた。
・ 参加団体が多いのが良い反面、ゴチャゴチャした感じで、どこが何のブースか分かりにくいとの
声もあった。
・例年の内容も良いとは思うのですが、例えば、「区内の〇〇自慢の人大集合」で舞台の上でお披
露目をするとかはどうでしょうか。個人でするのは時間的に無理でしょうか。
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・ 今回初めて見に行き、2006年から続いていることに驚いた。
・ 自分の好きなことを、楽しみながら続けている皆さんに感激です。
・中学生のコーラスが良かった。続けて自分の居場所を確立してほしいと思った。

【担当課のコメント：市民協働課（まち魅力）】

旭ミュージックフェスタをご視察いただきありがとうございました。当イベントは、「広報あさひ」や
ホームページでの開催案内をはじめ、地域や区内高等学校等にもチラシ回覧やポスター掲示を
依頼するといった周知に努めているところですが、ご意見をいただきましたとおり、今後は、ＳＮＳ
を活用するなどによりさらに若い方にもご来場いただくとともに、奏者としてもご参加いただけるよ
う工夫してまいります。
また、今年は新たな取組みとして、千林商店街とも協力し、「千林ふれあい館」において同イベン
トを2回開催いたしました。商店街にお買い物に来られた方や、偶然通かかった皆様にも、少し足
を止めてやすらぎのひと時を感じていただきました。
当イベントを旭区の魅力の一つとして継続して開催することで、音楽を愛する人達に発表の場を
提供し、ひいては中学生をはじめとする若い世代の居場所の一つとなれるよう、共催する旭区民
音楽祭実行委員会ともども努めてまいります。

「旭区民音楽祭実行委員会」
旭区内でアマチュアミュージシャンの活動を応援し、手作りの音楽祭・音楽イベントに取り組もう
とする旭区民を中心とした有志のボランティアグループ。

　〇本年度実績  　旭ミュージックフェスタは、２会場、３回に分けて実施

C　旭ミュージックフェスタ　（視察報告書提出委員：１名）

１１月３日（祝・土） １３：００～１７：００　　　旭区民センター 大ホール

平成30年度予算【１４１千円】、平成29年度決算【２６千円】

　平成18年度から区民を中心とした実行委員会が主体となって「旭ミュージック
フェスタ」が開催されている。気軽に「聴く楽しみ」としての音楽を提供するため、
毎年11月３日の「文化の日」に開催され、今年で13回目を迎える。仕事や家庭、
勉学に追われながらも自主的に練習し、研鑽を重ねているアマチュアミュージ
シャンの活動の応援を目的としている。平成29年度は15組が出演した。

・ ライブで聞ける（見れる）チャンスがあって良いと思った。
・ 出演者の方々は、きちんとした発表の場があるということで、励みになると思う。

・ もっとたくさんの方が会場に来られると良いのだが。
・若い方が意外と少なかった印象がある。
・何か他の企画と組ませてするのも良いのではないか。

開催日 場所 演奏者数 来場者数
１０月１４日（日） 千林ふれあい館 7 １７３人
１０月２１日（日） 千林ふれあい館 7 ２３０人

1１月３日（土・祝）
旭区民センター
大ホール 15 ６００人
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・ スポーツフェスティバルは、自分も出場することで、ワクワクする楽しさも増すと思った。

【担当課のコメント：市民協働課（市民協働）】

　旭区スポーツフェスティバルをご視察いただきありがとうございました。
　現在の競技面積は、1周200mで設定し会場を設定し、競技会場周辺に小学校下ごとに座席を設
定していますので、離れた場所は見えにくい状況です。離れた場所をなくすためには、メインの対
応リレーを見直し、プログラムの変更、競技会場及び参加者の縮小についての検討が必要となり
ます。
　参加者の増については、現在のプログラムは地域対抗制で実施しており、地域での予選会を経
て参加している地域、逆に人集めに苦労されている地域はあるようです。また、競技によっても参
加者の集まる種目とそうでない種目はあるようです。区でできることがあれば、実施していきたいと
思います。ただ、旭区のように盛大に開催している区は、聞いたことがありません。
　旭公園グランドの入口が分かりにくい点については、建設局に伝えていきます。

D　旭区スポーツフェスティバル　（視察報告書提出委員：２名）

１１月４日（日） ９：００～１５：００ごろ（予定）　　　旭公園グラウンド

平成30年度予算【４１４千円】、平成29年度決算【４１４千円】

　多くの区民にスポーツ・レクリエーションに触れる機会を提供するとともに、継
続的なスポーツ活動を奨励し、生涯スポーツの振興を図ることを目的として、各
校下対抗で区民運動会を開催。参加者数（29年度　3,000人）。

・ 地域ごとの応援席があり、対抗競技など応援することで、より一体感・親近感が持て、とても良
かった。
・各校下が対抗ということもあり、各地域がそれぞれ団結してコミュニティが活性化すると思いま
す。

・ 競技面積が広く、離れている所が見えにくいと思った。
・ 参加者が増えると良いのだが。
・ グラウンドの入口が分かりにくかった。


